
京都市考古資料館

1980 年、寺域の南で発掘された北野廃寺瓦窯跡（西から）

　北野廃寺は、北野白梅町の交差点周辺
に位置する京都盆地最古の寺院です。
1936 年、市電第１号線の敷設工事の際に、
大量の古瓦が出土したことで、初めて発
見されました。これまでの発掘調査では
講堂跡や築地跡と考えられる飛鳥時代の
遺構や瓦、仏像の塑像片などが見つかり、
交差点の南西では寺院の瓦を焼いた窯跡
も発見されました。

　北野廃寺の寺名や沿革については、『日本書記』に記載された「葛野蜂岡寺」
をこれにあてる説や、広隆寺を蜂岡寺、北野廃寺を葛野秦寺とする説など
があります。また、「野寺」「鵤室」「秦立」と墨書した土器が出土したことから、
平安時代前期に興隆した野寺（常住寺）との関連が指摘されています。

京都市内最古の素弁蓮華文軒丸瓦
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廃寺印
は い じ い ん
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　御朱印の廃寺版です。日本では初めての試みとして京都市考古資料館

が製作しました。

　廃寺とは、今は残っていない廃絶した仏教寺院のことです。しかし出

土遺物や建物跡に関する情報は当館でご確認いただけます。今回は第１

弾として、京都市内最古の寺院と考えられる北野廃寺から出土した瓦の

拓本でデザインしました。

　これから始まる古代寺院巡りのスタートとして、当館にお越しの記念

品として、集めてみてはいかがでしょうか。

廃寺印とは？


